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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 

 英語による庭園ガイド

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 季節の変わり目
です。昼間は暖か
くても、お帰りの
時間には、まだ寒
くなることも。気
を付けてお出かけ
下さいね。 

《昨年の様子》 

 『『『春春春ののの開開開園園園時時時間間間延延延長長長』』』期期期間間間：：：３３３月月月１１１９９９日日日(((土土土)))～～～４４４月月月５５５日日日(((火火火)))   

小石川後楽園『春の開園時間延長』 
※開園時間を通常より１時間延長します。 
 期間：３月１９日(土)～４月５日(火) 

    ９時～１８時(最終入園は１７時３０分) 

 園内にはシダレザクラをはじめ、ソメイヨシノ、

ヤマザクラなど３３本の桜が植えられています。 

 毎年、シダレザクラはソメイヨシノより一週間程

早く、薄紅色の花を咲かせます。庭園入口正面の『馬

場桜』と呼ばれるシダレザクラは、特に見事で、当

園を代表する名木です。 

 また、大堰川に向かう園路に咲くシダレザクラ

や、大泉水を囲むように咲くソメイヨシノが、園内

を春色に染め上げます。 

 

 

小石川後楽園 職人の仕事【蛇篭の巻】 

 園内に入って左側に進むと見えてくる大堰川、その左右

の護岸に施された石の詰まった竹篭を“蛇篭(じゃかご)”と

呼びます。見た目通り、その形状がヘビに似ていることから、

その名が付いたともいわれています。 

 蛇篭は、河川工事などに用いられる伝統工法のひとつで、

護岸や河床の洗掘防止の役割を果たします。現在では鉄線な

どを用いて造られることが多くなったようですが、小石川後

楽園では昔ながらの竹を材料に使い、庭師たちが円筒形の篭

を編んで造ります。 

 

 作業は長さ3～6ｍ、厚さ2㎜、

幅 12 ㎜の竹ひご造りから始ま

りました。編みやすく、しかも丈

夫で美しく見える材料造りは、と

ても根気のいる仕事です。 

 

 材料の仕度が整ったら、い

よいよ編み始め。護岸の姿に

合わせ曲線が美しく出せる

ように、短い篭は 1ｍ、長い

篭でも 2ｍ、亀甲型の網目の

円筒形の篭に仕上げます。 

 そして、出来上がった蛇篭が大堰川の右岸に並べら

れました。まだ、石を詰め込む前の姿は、本当に大蛇

が現れたような雰囲気です。 

 

《
三
月
十
日
撮
影
、
作
業
は
ま
だ
途
中
で
す
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 これから行われる石を詰め込む作業は、形が整うよ

うサイズの合ったものを選ぶところから始まります。 

 完成予定は 3 月下旬、職人技で今よりもっと美しく

なる大堰川の春、シダレザクラや新緑で彩られた風景

もご期待下さいね。 

第六回西行祭結果発表 
 

発表 

 多くのみなさまから、ご応募いただいた第六回西行

祭の短歌、今年のお題は『桜』、応募総数は三六四首で

3 月 3 日に結果発表が行われました。 

 一席に選ばれたのは堀江聡子様の 

『水流に浮かび漂よう花筏、春の陽浴びて目黒川ゆく』 

でした。 

 選者の櫻井登世子先生からは、 

【「花筏」は、花が散って水面に浮かび流れるのを筏に

見立てていうのであるが、びっしりと花びらの覆う目

黒川の流れが目に浮かぶように詠われている。 

 街川のほとりの桜並木路は落花の季節なのだ。それ

が 川の流れと共に伝わる佳品である。】 

との講評がありました。 

 二席、三席、佳作二作、全体講評はホームページや

掲示物などでご案内をしています。 

 たくさんのご応募をいただき、心よりお礼を申し上

げす。ありがとうございました！ 

《
昨
年
、
満
開
の
小
廬
山
前
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
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 いよいよ、みなさまもお待ちかねの桜の季節がやっ

て来ます。3 月 16 日現在、園内のシダレザクラ、ソ

メイヨシノ共に、蕾が膨らみ桜色が顔を出しています。 

 この桜の季節に合わせ、今年も下記の通り『春の開

園時間延長』を行います。小石川後楽園で薄暮に浮か

ぶ姿を愛で、その後は、東京メトロ南北線で後楽園駅

から三つ目の駒込駅近くにある六義園のライトアップ

(～4 月 3 日(日)まで)を味わっていただく！ような桜

満喫コースもぜひお楽しみ下さい。 

 さて、春の園内で“タチツボスミレ”“カタクリ”“フ

キノトウ”など、いろいろな可愛い花も探してみて下

さい。背が低く、ついつい見過ごしてしまいそうです

が、目が合えばニッコリと微笑んでくれますよ。 

(写真左:カタクリ、右:タチツボスミレ、3 月 11 日撮影) 

  

 

 左の写真は、かわ

ら版 58 号でご案内

した“ハラン”の花

です。大きな葉っぱ

の足元にちょこんと

咲いたのは、親指の

先程の小さな花です

が、存在感のある濃

い紫色で「ここに、 

いるよ、見つけてね」と、頑張ってアピールしている

ようです。写真撮影は 2 月下旬でしたが、まだこれか

らも、そっと葉っぱの根元をご覧頂くと、こんな姿を

見つけていただけるカモしれません。 

 春の庭園は“小さな宝物”が、たくさんです。 


